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東粟南村は.名山後山 (1544.6m )をu7主とし.船木山 (1554m ).鍋ケ谷LI(1253m ),
駒の尾山 (1280.7m ).日卜名愈山(1047.4m )と菜を拡ける後山迎峰を背負って,この山地より
源を発する後山川の谷間に 7つの射落よりなる山村である｡東西約 9kx,南北約 12血で.総血税は
28.OdkJ,如高所は 155416m (児下山立高峰 ･後山 ),般低所は240m程度 (川東地区)である｡
川が5つの谷川を堆めて地域の中央部を繭酬 こ向かって流れている｡耕地の分科 ま標高 250m～ 7
00mの間に牌棚状に点在し,総廊蛸の92%(258Aa)に相当する｡山林は67･5%(1895ha).
































瓶があ/こかも地区を取 り師tl･よう[L形で分布している｡Iも駁 .仰山掛こ兵雌県脚 こ沿って粥立した昂
ノ山 ･須釣ノ山 .後山および榔岐山頂を'A旅する亡qJ肺 と公幽0)内部地区は古い地fiから/Jろが･Zfi
il.ノ山繭他地区以北はおおむねJtや三紀のql新世以降 u)火山件の来し､岩朋軌から成り立 っている｡
この地区の地質とこれに的雄せしめて地形の成りTEちJl'の低空を涙nJけ るc
El木列砧全部の土台をなしている樹 木は.石炭hl一二怨紀 (550n0- 225(川 方咋 )にかりて軸
庇で鵬坊LT=白岩 ･仙台および栃尾火山の脚 勿でLf'ろFtl松呈胤 に榔細沢灰宕TLを挟 lJ;T/JI_tl一封 七のlui周
であるG
この時代の郵他称 ことも/Jう夜久野岨益軒崇朝 ･lik久野f牧舎態類IJLよび帯紙花I'･Bi岩知は劫他I判別 仁
研時 (ペルム紀 )に同時掛こ出入したものである.占虻代桝の雌f.L'JIこ引き統いて起った造山迎J裾{-よ









末 (約 15DOJ7j'Lf舶 )であるo

























































































参考文献 (約 1扉 )
1.｢束葉食曲芸最邦地域変更盤備計画笹｣(繋) (197叫∋岡山娘英田野栄粟台村
2･｢山伽新恥は伸 餅 ･後山 ｣




東粟倉村は.その北他から蚊側にかけて.駒ノ鳩Lu･叶 卜山 ･故山 ･目名也tuにい1:る.=】Ontn
を越える甫山を有 している.これ らの山々は.氷 JLlJ･故山 ･榔岐山同定公地の一一劫であl).こうし
た一選の山系は,中国地方を麻酉に縦断する守軌 り脈である.
こうした地形が来襲愈村にわける気候に多大な彫捗をおよばしている｡ これ らur:,Ih々 の商い所は.
はば山岳気辰を示しているO
血巣食村における気ai.陣水良等の触弛兜i副t兄山せなか -つたので,大原町占町の触別記串 と氷 ノ




気候 と気象について .気温分作図 (1921- 1950)･降水量分布図 (1921- 1950)･降水日数
分相図 (1955- 1964)･最深概雪見分布図 ･軌甘口軟分布図 (1055- 1964)を描いている｡
それらの分布図から東粟倉村 ･後山 ･目名金山fLt'の気卦数値を涼みとって,以下のFL三速に用 いてい
ち.したがって ,ここで用いられているそれらの取払は観邸値その ものでは/Ei-いnI.1･お季節qj移 り変
わりについては太田の調査をもとにし,幣栗有村での岨取 りを加えて述べる｡
(1) 気温
乗粟Gr村における年平均気軌 ま∴太田の掃いた気瓜分相岡 (1921- 1950)から読みとる,LH,ほ
ほ 11- 12'C前後で.市町よr)l'C樫圧低(.r.JiJユr)1･C-岡山 ･監岡 上り5-C印鑑低い｡後山
で比8■C,H名fI山では 1['C母艦である｡
1月の平均気温は,東果食倒では-2- 日Ic.田町では 1- 2℃で.r:FrMl･'{r叩(I)4- 5℃):比 べ






4月の平均銘温は,古町で12℃前後で.桜の鵬花は 4月 d～ 8日頃で,津山とT;'いたい同じであ

















のである.それは.東葉舟村J:り早 く植林を始めた西粟倉村で背 しい｡東粟倉村 も米作lこ不向きな土
地になりつつある｡そしてその植林の膨廿か,植林の多い役場から北は特に臨しいそうである｡
鼓 1-2-1 月別平均気温
廻 1 l 2 5 4 5 6 7 8 ; 9 10 ll 12ム4 年
岡山 47 i.1 5,5 8.2 15.2 lab 21,8 28.2 27.1 22.i 14.9 10_8 15.3
48 5.4 ム2 7.1 15.5 17.4 21,8 27.7 28.4 22_1 1ム4 ?.? 5L9 151
49 iO 18 &占 1ま8 la7 2D.o 25.5 27.5 22.4 1ム7 1D.0 iO 14.7
50 d ユ 70 一id 1&1 2.7 7 52 77 ll.7 i2 5
51 ユ5 ム1 7.7 12.7 17.8 22,1 25.8 2&7 21.0 1L5 9_5 5.1 14,5
笠岡 47 A.5 5.6 &57.166 110 17.? 21.7 2ム5 27.0 22_7 17.5 ll.2 ムム 15.5
489 5.5 5.9 14,7 17.5 21.8 27.8 2at] 22.2 14.5 10.2 4.5 lil
17----+lid 15.7 18.5 21ー5 26.0 2&5 23.5 18.0 11t1. 7.1l15.1
ー 51i4.4!ムム a5…12.9 la1 22.a24.4i27-4 21.7ilL9 10.1 5.7 15.1■
-12-
坪山 47 4.6 4_4 7.f] 12.4 17.5 21.1 25.2 2ム5 21_8 15.79.25.2 14.2
48 4_0 4.8 &1 14.6 17.0 21.4 27.7 28.1 21.4 15.68.6 2.a 14.5
950 2,占 2A 57 55 i48 U7 48 6. .2 4 85 49 5,7
2.5 2.7 A.1 12.4 2&.24ー825.7 24.1 1L1 10.5 4.7ま占 1,4.1
Ei了 47 4.2 5.7 5.9 ll.5 1占.1 19.7 24.5 25.0 20.i 14.4 8.274.A 15.2
町 1il49 1.4 l 1.5占 4.7 T1-2711.).-a 2O.吉 2一.0 25.91.20-占巨至1?_1 8.210了芸｣10501 5 55 ヨ 票 . 15 5占 2 16.2 ′5.
(紘) 桐山気象台 ｢観測所年表｣
(2) 隙水汲
降水鰍 ま年によ-'T相当な差があるJ:うだカ㍉ 太肘の降水地分7rl一国 (1921- 1950)によれば,






7L一町 ･虫粟爪村 ･後山の陣水石t.は.1921- 1950年の記線では.50- 100mJrと.はっきt)
Lfこことはわからないか.およそ100Rhlr川後と考えてよいだろう.,









占町と煎粟Ll村の 1921- 1950年の平均降水血は 400- 500JIhIと推察され ,後山では500






一般に山地の雨鰍 ま,蒔きが相加するはど増加 し,任芯の高さhほおける雨滋 Rnは,






表 1-2-2 月別降水丑 qJT
a 77【 51 128 115I222 514 95 244 44L誉 し-亮 1499
85 70 144 92 118十-507 dd 127 216 55 50 12520 049占占7_?01＼ 5
2占 28 1._12 54 218 88 78 l45462 1_47 92 5占
l 84｣ 刃 212T -'正 159 158 dO 81 12 9 EA_4._5 58
1 841 54 110 25d 542 157 257164 - 1-721 86-L= 526出
14 5 12 20 8 50 65 48 95 2 1
6558 82 -T -ー ~142! 54 80 SAS 46 180 221 29
7A 41 109! 49 250 169.21D 174 147 94 1528
81 _!_881T199 146 147 82 84 560 .蒜 Tn言 う-L 5 7 15672 90 占2 54 511 dd1 95 174十 宣言 94 95 20占5
1 66 29 170 156 2口1 79 107 151‡80 204ー 14‖ 1日
a｣ _2 85 154 52 21750 298 70 176 147 4_2 1598L
0 671 55 17@ 125 229 241 167 145fl?_D77 2558 1658
4__1 118 75 190⊥⊥旦呈 147 171 259 556 85 1920
ヰ⊥旦_9⊥Ltd_219
5 1041197 91 226 577 154.1891151 一十59 ミヱ⊥178985 246 ･7止 202 287 2D9 1161205 119 52 1945
(江 ) 岡山気象台｢観測所年表｣
(5) その他の気象現象



































】I閃山笠 年皮 大 気現象 日数 i降 水 日 数 軸 雪 日 数 融雪の深さm 起 節
繭 】雪 ひ､よう # 1*>350 (｢研≧10 亡-淵≧20 cm≧50 放大 海自 一百 一一-1面百 一百百-;
47 177 14 1 259 11688 45 15 0 D D 0 2.10 11ー29 4.2;
JIB lsd 1920 0 54 7 D 0 D 0 12.2占 ll.21 5.占
49 14976 D 7 99 59 8 0 0 0 2 2.8 12.4 5.24
50 24 0 ll 1〔】5 58 5 0 0 □ 0 2.を7 1.5 i251051 1占5 19l O 12 lld 45 9 0 0 0 0 2.12 12.22
47 141 12 1 5 112 49 17 0 0 D 5 2.10 12.12 5.51
48 114 9 1 1 90 57 4 8 0 0 - - ll.21 5.i
岡rn:I山 49 110 5 0 95 40 14 0 l 0 1 2.8 12.7 5,15
50 150 9 0 0】117 42 ll 0 0 0 2 7.--｣LL2V 1.12 2.28
47 202159 2 日】9 lad 58 14 2 0 0 19 j2.281ll.25 4.8
48 176 47 0 828 129 一三≒ I10 0 0 0 8 日 1216 12.0 ll.21 5,25
▲19 17896l⊥48空5 1 】121 44 15 1 0 0 ll.18 4ー 250 69 44 57 5｣ 19 12.25125 .5251 0 91 0 8 1 1 一12
lL: 当 177,2占_～____｣_ 0.40 159 48 21 5 2 0 52 2.28lll.29 Lt.1
l151159 0 4u1119 150 44 15 7 2亡互 29 2,25ー11.21 5.21
45 45 4 54 15 る l O 2Al,ll日1 4 2525501!dO 竺_i.52 l li,62日 7 12 ! 7 40 51126i
(江 ) 岡山気象台｢観測所年表 ｣
(I;ぷ紅H明 )
参考文r淡
大出 巌 ｢氷ノ山･軌Ir･那岐山国危公順朕郁地 気侯と現地･,｣(19167年 )
日本自然保瀧協会 r水ノff｣･後JLl･榔岐山 酢と公岨脚 拙樺術鋼査鞭/t,･J
L･4-
-1d一･
第 2 葦 歴 史 的 背 景










㊥ 経 塚 吉即一掛 目
(旦)寺院跡 金剛焼寺跡 吉田金剛#
③ 城 跡 T^t_山城跡 吉Fllびくにじろ
0:)寺院跡 刺 ヒ臆寺跡 F7野栄光-=!f
(I.a;)寺院跡 中谷坊鵬寺跡 中谷軒の下
(吋 寺院跡 神宮廃寺跡 rl谷神宮寺
(7) 製鉄跡 ,JITl肥l和地跡 rllJdl軌 IL
檀) 墳墓地 後山経教
(tT)寺院跡 法泉坊鵬寺跡 後山法仙坊
QIg) 寺院跡 刺 本坊嫡寺跡 後Lftうり^ はう
(il) 寺院跡 後山･/Tf木
(江 1) 英lH郎美作町平掛 こある接収占払墳丘などの外部の状況ははっきりしないが. 18
9占年に見っかっf=陶棺 f碇南開正昭物館蹴 )は,身の触辺柵面に人馬の腹を浮雌であらわしてお
1),文様絵Fuiu-の見られる1!1gfな資料 といわれている｡




天武 ･持続 ･文武の頃,吉鵬 (注 4 )を前小後にかJ.朋鮒 .郁中 ,郁後が生まれ,さらに克明天
I:;!の和銅 占年 4月.節約の国から勝ul･英多 ･久米 ･宮川 .大庭 ･共L為の占邪を分別して美作の国が
陀かれた(注 5)O型和銅 7年 1D月には初代の国司印守AI'前が任命きれて(注 占),E_BI司の統軒す
る地方政治がつづいた｡
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lq42-1-1 実作EE幽分和国 (注 )r軌 Ll市史J恥二IL1耳 明 t七E)･損 ･,;io



























(江 8) 東粟丹荘 に隣接する大原恥 こ関する論文が.当時の在地の様子を克明に伝えている｡
この論文は,圧TFIl修lTI氏の｢中世の美作大原保｣で岡uT将教育委員会『教育時報 』1976年 1･















第2節 近世 の葉 栗 倉
(1) 領主の系譜
当地は.段長7年までは小早川氏の縮図であったが,同年小早川秀秋が2占歳で病没すると,蘇忠
政が美作に封せられている｡帝忠政は駿長 5年 10月従51_,?'下で右近太夫,同5年2月従 41)Ll下で侍
従, 7年 7月信州川中FI=tuへ封せ られ,小早川秀秋病没後.同8年2月 18万 5千石の封 乍守となって
いる｡当時森の入内叫の様子を述べると次のようになるo




他作煎%･掛 1.61-:氏の人跡 こより,一機 も交えることなく手を引いている｡=rqi忠政の入[馴こ先だちFl
誕屋九郎左裾 つが入内し共作を調べているO又同じく川上付新鋸 耳左術門.下Lr三軒 ド挺九郎兵術の2
人を頭廻しとし,家中の可宛兵太.(,I.7久rFi]長左衛門の2人に土地丈訳させている｡ これは勝抜 9年に
完成している｡在民の支配が続 くわけであるが.延宝 2年 (167418月28日それまで挑名を｢
英多 ｣をLTJt･いていたのを｢英El｣に改めているo疎家は忠政一長鮮-長義一長成 と続 くのである｡Iki




蓋 2- 2- 1 燭 台地区支配の代官所 ･代官
-20-
久 美 浜 野村櫛九郎 鷲酔 5年～悪政 11年
h-谷大円即 諾政 12年一文化 9年
EH口五郎左衛門 文化 10年～文化 15年
】 1-網 彦兵術 i 文化 '4年～文政 4年袋 策之助 l 政 5 天保 咋和相 場 LA 8竺





























が特別に鉱山 ･別所 ･JR肪等の支配を-封臓 していると士者の符のなかからその疏務に施役人として任
せられている.生野代官所では銀山があるので
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IF掩.;I｣年｣E屋｣Ⅳヱ_旦_
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郎門｣
? ? ?? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
吉 野 邦 E 44ケ村 大庄屋 3川 西 .苗4川鉄石術門
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と5畝24歩の仙馴及びおし杏里よこの跡 r_ある吹上山0)2畝のLIFJ]州悼担併 (野地 )として.山根文
兵術から銀65占匁 9分借りたものであるO これを適所する肋間は来年の5月までと(_.-っている｡利
子についてはこの証文には明記していないが.他の肝文によると,[='いたい 1割 5分から2割である｡
この件及びnIが,1雌 家に質入している1年間は, この土fLhにかかってくる年諒 ･吉井紋及び掛 り物は
山根又兵衛から出すことになっているO (繁雑JBはm上円座とあるのは,山榊 こ課せられた小物成で



























吉圧は寸TI人かり主 兵吉 釦 .
請人 軒左裾門 厨も








その土地の生産力の大小によ｡刷 柁 決めるのとBV:-fJってい舟 この詮文の場合 摘 鋸 同掛 こ




と思 うoJ泣初にも述べT=通 り借金証文は18a0年以後に雄申している｡衷 2- 2- 4の証文の年代
別枚数を見ると1820年代から1840年代にかけて射中している｡そして. これは文政臥 特に
天保掛 こ多いO天保期のものは,実 に67枚 (全体の64〆)にも昇っている｡天保期は全国的に不
作が掛 ､てお｡･全国では天保7年の大凶作･岡山滞T'Eよ翌天休 8年が凶作となってお(2)･ 訓 の
勘合 も.その例にもれず. この期闇は不n満 さであったと思われるO鮎金証文において,銀を借 りる
場合の理由は.大部分は｢年貢銀こ叢話 リ中二付 ｣であることでもわかるOそしてこれら質なかれの
表 2- 21 4 借金証文の残存状況















TIJ 斗 升 合
8. 1. 1, 8
11. 1. 8. A
19.
25. D. 5. 5
57. 5. 9. A
土地を又兵符は攻概していってるQ芸 2- 2- 5の又兵符のhjF話の変化からも迎えるように天保 15
年では, 8石余 りにすぎないo従って, 1800年付L'EL抑 こ於いては,山根家の石高は. これよりず
つと少なく.村の一般百姓と変わらなかっT=と払われるC それがなぜ.この時代に高利賃にJ:り急に
土地#き馴 )'可能になっTこのか･史料が充分ないのtで説明できないのが残念である｡全国的lこみるとfl
地により土地 肘 行帥 れるのは･~股に 181脚 ばであ(f)o 表 2~ 2- 5や･借金証文か
-28-
ら考えると,又兵衛が田地の袋概をするのは天保期からと考えてよいと思 う｡ そして安政 6年には
(4)




日]地とともに,又兵衛は休LJlも多く蛾 していることが粒える｡表21 2- 日こよってもわかるよ































しては･村方地主に近いものがあると思うo村方地主の基本的特熱 として 一 1多くの場合村役人周
で村落規制のヘゲモこ-乎擦者である｡ 2村方地主白身が本百姓であり,手作経営が村方地主の全経
常を規制している｡ 5小作経営を併有する0 4村内市城乃至商品生産を多少支配する.の 4つがあげ
られている｡今山頼家を見るに,庄屋としてIf.･J旺l村内においては村役人としての洲 かこあり,又肥料
採草地としての山を多く持っておt)生産条件の有付lr騒所にいる｡又兵術自身本百姓であF),小作揮











菱2-2-7 小 作 の 状 況
`年'一 代 I小作米(倭)I小作人 l事作米(倭 )
安政 2年 25r T㌃
.安政 5年 28 - i
商人としての仕楯を強めていると言え-ると思う｡以上のように見てみると村方地主的性格が現れてい
ると思うoしかし山根家が全国的規模あるいは,岡山県の地主の研死等から地主と言えるかどうかは
疑問であると思う0 5町末舶 小地主と呼んで区分していZi,')･ 寄和 年には硝 19石で 1町 4
反 8畝の緋地をもっている｡安政利には57百強となっているので耕地も倍近くなっていると推紅
でき(岩が.これで見ると山根家は.桝地面抑 i,),蝦 であるように考えられるo村方地主にか て
は,その村落規模から見て,一鰍 こ村落全体の土地の50- 40多,=p小作地としてしまうとその地主















】 (水草 実租子 )
(注 )
1･ 古仏敏雄編 'F日本地王制史研究』 ?
??
2･ 谷口〉雅夫 『岡山滞』 ･ 7
3 『体系日本歴史 』4市浦休制
4･ 六郎 7年9月の｢相泣叫取秘儀定PJt之那｣に私萄近来二御即地流切二諮取居中侯成 ･- (後
略 )とあり,EE虚の名寄蝦免刑帳に記載の駅 ()が3'るため又兵衛が御役人.組97ffこ取調べを軌 ､
出ている｡
･ー28-
･ F 5. UJN氏卒論｢県南における地主制の一考察 ｣
L 古L;13敏雄嗣 『El本地王制史研究.JI ー




9･ 『体系日本歴史 』4揃 淋体制





一四年 目 594- 5)に純主宇皆多秀家によって.柿肋 ;行なわれT=. この検地は太閤検地の方式




いわれる｡ このときの検地帆 ま那 fしておらず許鰍 iわからないが,太閤検地の原則に従って士地政
輔がすすめられたようである｡
その後･殴長五年 日 d00)に僻的 ･黄YFを節卸し,'=小早川罪秋も.｢両国の柑地の境界を攻め
悉く検地ありO柘を打ちa'し寺前 ･礼弧 ま改めて寄付状を出して,以約1り其如 戎少せし所多し｣(









村をその地味/JとLこよって上 ･巾,･下の三3-'に栴づ(1し.曲地については.村ごとに田を上 ･中 ･下
の5蜘 こ.Jjmを上 ･Fl.下 ･下々･切か憾 灯1g15級に区分LT=ことがその特徴として考えられる｡
衷 2- 2- 8 顕然の石絹
ホLl下托I･中油下mi-‥ 抑!
一一.'二一--.∴二二ITl-:_--





-I -H ｢ JT百 ･8可 -1-p二一一'A
,I,-I有T1 .- 7 ! 1.5J




表 2-2-9 大 棚 検 地 の 石 盛








この検地は, この年秋の胤 に一応終結をつげT=が短軌間に強行したため粗雑な点が多 く.その後の
実収絹との間に大きな誤差のある所がでた｡そこで雅はやむなく｢当有米 ｣として実収商を加顕して








には,-Tt･i5万6705石7斗 9升 8台の崎百を｢改め出し｣た｡ (『.耶政旧記』)そして,㌍文4年
(1664)4月.柵 は｢甫合わせて18万6500石余,年々開発 4万2700石余,都合 22
万9200石余｣(『作州記』)という｢石高改め｣を群府にさし出した｡さらに.5代長武の時貞









衷 21 2- 10 美作各部別石高調
慶長 八年 受領 J=Ji
典も州/‥､~o~5dToo-英多部!/【'-Z
野 郡 ⊆ 14400.100
正保三年までの 妻元禄 10年までの t 総 石 高
一-2Iご芸 ;J--ユ 聖1105








苫 南 部 王 769840O F 2069占4














1 1570･455 : 22774･4日
†■一了丁{㌃ 石 言 T 7 -8AT γT .㌻ o'
- 1l-･6-0･} -チ8- LI Fi 51･L 6-5
;-26三二三-ン2529458159527.928
(注 ) 郡名は元禄 10咋の称による｡
700石以上 i500劉 二i50873;i,u:llOO甜 上 ilOO楠 .Vi
の村数 I の村数
tJ-一野 郡 † ; 5- -I- 7 - ' -r-
防山南邦 i l 5
~-~ ~｢- ~ー ~ ~■｢-
即 枇 郡 15 1 8~---+ r~----+ -~十--
三二-;-i--享∴ ~二~-'l-I9 !51
〔翌 Li _(i )｣_1_81 三_)
苫 熊 郡 上 2 (2日 1 (1)
a(5)i14
1: ('5,日 125 :こH l† 二 十 '5 ) I I
草旦 "EBL _-ri}.-'i31 ｣･2--(i
苫 西 部 t5 (2日 5 (1)い
_.リ 2⊥ L.1_ll ?⊥｣___'
圭 一:三_- 二:二 三
1 1 5 1 6 !15 (4) i22 (8)
旦米北m !4 ! 9 ⊥ 一望
L三__I_斗 ｣___-｣__竺
苅 鹿 部 r l 5 18
一 一了 〇 一
58 1


















束薬缶村に於ける史料残存状況は,昭和52年 7月調香した範囲内では余 r)多 く兄い出せなかった｡
特(こ,江戸時代的中期の古文野が皆佃であり.文鰍 こよる概容しか報告出来ない｡本稿に於いては,
比較的史料が残っている吉江1村の#末期 (天保～安政 )の様子を収 Y)扱ってみたいo
表 2- 2- 12 東粟倉庄洛村村高一覧表








































吉野郡 46,801.921 19,945.094 19T945.094
58ケ村 58ケ村 ," 69ケ村
r:一･ ･. 1-. 庄数 7




















(注) .( )は節者記入 ･※作脱掛 こ<L･る ･その他は英田郡史による
I
-52-






史』によると,承応 2年 (1占55)に,,J,l利水J5時対れ 尾崎村.川西村,川前tJIこ三分割きれ
天伽9年 (1858)に東局崎村と改められ 上分下分lこ内分されるが,明治 5年 ｢1872)に再
び合して川東村となり.明治 22年 (1889)に顕紫蘇村に細入きれる｡また.東粟宙村には.輿
L 栃村が含まれていT:が,明治29年 (189り ,Ji･印県作月価 に編入きれT=ため.当職では除外して
いる｡
さて.吉BJ村に於ける年-副文約についてみていく駅であるが,免状,皆析目録が皆鰯であるTrめに
年代を追ってその状況を調べることは不可能に近いOそれ故,表2- 2- 151こ示した様 に,割賦帳
lこよって,当地城の概容とその特色を取 り扱っていこうと思う｡表21 2- 15は吉田村の野軌を示
したものである｡ この表に於いて特徴的な点を列挙してみるならは,
l i:ld'Eこ比して諸引苗が五割を越えているため毛付が少ない｡
























? ??? ? ?
〔:) 毛 付
Il) 定 米










































1 1 ム ム2
4.78 0.5 2
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表 21 2- 14 EJ･A"iIV]成
吉 田 村 取 組
両 税 tfJ'
畝 歩 石
上 田 108･27 1?･dD2
中 m 1d8･15 2占,9占0
下 田 154.14 1a825
新 中 肘 2.1 .525
新 下 田 216 .508
?
?? ?



































8 .084 1.4(中田荒引 8.15 1.5占0)
.012 1.2(下田荒引 5.11 .714)
.240 .6(Jjr旧誘惑l 2.14 .594)













合 '計 1255.1 15乙459 1.22
l∫










吉Uf村乗組のRI･Arl畝福は,-G永年間の史料に依ると, 12町 5反 5畝 1歩で155石4斗5升 9台
















表2- 21 15を参府していたTL71きたい｡ この未は天保 11年 (1840)i:り安政 4年 (185
7)に至るまでの 18年間で.記録に残 っている各氏の称 古の推移を示しT=ものである｡紐帯に多少
の変鍬 .iあるれ (天保 15年は一部か )附 .I-の咽掛 亡よって区分すると●,(惣作分を含む )
ア ) 持両が上即日していく背 22fJ
イ) 持掛 こ変化がない者 9名
り ) 持諸が減少していく者 9名
I-.-
(枇百姓も死亡と鑑別出来ないのでイ)に入れた)
の脚 こ,持前･-が相加していく者が三r徴 を占めているC 掛 こ滅少をきT=している新著rJものは惣作分で
あE).天探 11年には組-/.二).の占別を占めていT.･_のが,軍政 4年には約51JtuEこ落ち込んでいるo図2-





















? ? ?? ? ? ?? ?? ??? ? ?ー
? ? ?? ?? ?? ?? ?? ? ? ?? ? ?
?
? ?
? ?? ??? ?? ?? ?? ?
?
? ?







? ? ? ? ?








? ? ? ? ?
nUnU.A)
同 5 1Lr'r] 7 L 安政 2 1 伺 2
Li lヱ聖 上｣ユ ニBi PL 竺 )?? ??? ? ?? ? ?














器 ｡. l守≦.5 .. ll:2,,t)-48
FI B_4L)Iill竺 ヱ)ー
















































































百姓名天保1天伴 11 同15 間 1 4 同 15 ! 弘化 5 1(1840) (1840) (1842) I(1845) (1844) (184占)
兵 助小 十 郎茂左 裾 門市右 術栄 (原 )蹴柳 磯伝 ,i仁 `I.I lI巨 ､i l i ■r r 1. 1日 !
J
i
(史 料) I I 行 年御年-i t糊ー 勘定削匝 軌毒 i
褒 2-2-1占 持筒階層椛成の推移
年 次 天保 .5 日 844) l 弘 化 4
十 色 -｣ 虹 Fi激越‡▲ 娼 金証 コ 二封 琵比 率 l戸 数 _ 】ー 比 塾
1～ 5 14 告 三 … 5 5,61 石 未 蔚盲■J頬 高.合 計 22 18.2 2.9610O i54 25ト 5_5 i10 0 !lI






t l5.250 [ 4.2日
悶 7 衰政2
(1854) 抄1855)
岡 2 JL 同 4
(1855) I(1857)
T 仙首N'-1一丁~7 -Ml^"石~I
･59占 5･755 I 5･758 15756
4.220 ■ 4.5.6 E ,.｡88 - 4.5" I 4.5" i 6.621
ム506 日 -･894 . ｡.506 ; i506 皇 '506
ー ???? ? ‥ ? ? ?







… 8 日 .0三三 十 :46;





米銀鋸と割 野耶吉Rl村;分ロ-1･AH網 子 組M Fr畝砧 勘定割賦他 市米銀諸掛 S米銀井小物
脚 旨引軌 潤 分Fi州 地 1,lTB｣ 取調Itl肺胞 , .銀利腕勘定 成新入m撤




























































表 2- 2- 17 石高別L'辻井経営












(a) -.3:1吉宗宝妙寺旦那 官 次 年四十四才 6:TL
･同寺.El那 Lfi!人女房 な み 年弐十三才 御
･同寺旦那 娘 て ふ 年十四才 の
･同寺旦灘 的 み つ '7-:九才 (FIT.
･ rF']寺旦那 娘 み よ 年期才 ¢:ib
_45-






(b) -.主ri吉宗宝妙寺旦那 苗 六 年五十四才 伊
同寺Lj邦 同人女帯 せ き 年四十六才 幹
一 同寺旦那 娘 き わ 年式十三才 ㊥
r-n｣寺旦那 件 炎 治 牢弐十壱才 師
岡寺貝都 娘 ゆ う 年十六才 (節



















-. 弐歳以上9ヨ女宗旨改御帳面二付可中 心 ' -
-. 他国江被越侯男女又者.縦御領内ありとも,某所を酋住居仕候者有2分者.人別改2時ら
革新伸輔帳二郎職可出之邸


































参 考 文 献 (第2節 (4)(5)) ､
.中村吉治 『Jj-1.喜怒体制論 』 (山川出版社 )
･山口啓二,佐々木潤之介 『体系日本の歴史一帯諾体制』 (日本評論社 )
･位原荘介仙 『日本史の韮礎知識Jl (有斐閣)
･歴史学研究会 『封建日本史4 揃.雌制社会』 (罪京大学出版会)
'石島敏雄 『日本地工制政研兜』 (岩波lLt店 )
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和 50年 (1975)のEd噴JIJ査vcよると1505人で,その円訳は男子 725人 ･女子 782人
で世p.'17奴は,425世帯である｡
この村の総人口,並びに,世相奴の推移を衷VEあらわすと,表 5- 1- 1のようvcなる｡これを


















で.明治 .大正を通じ,昭和 15年まで男子の人Flの方が多くをしめていたものが,昭川 22年の








表 5- 1-1 東粟倉村の人口変化
(江)
明治55年大正 1年は｢岡山県統計 '00年史｣大正 14年 12朋 .Hは｢統計表綴｣さの他は












































































































吉田 ㌧- - ㌔ .
I-I-～
川東 ､L1--- ---._､ 一一.J
太田 ＼
＼
野原 L ---I-);=∴ 一句
ii- =
昭和50 40
図 5- 112b 地区別世帯奴の推移
_-I-~_■一._･4-Il
_.一二 二 二 二一一二 二/
I::lI::,-I--二 :宣 二 二
東粟倉村 ｣一一トト←斗
英 田 郡 - ~～
大 原 町 L～ ---
西粟倉村 - 一一--
阿 山 市 一 一--





トート三日 :トル +→一 -+i























(明 石 由実子 )
(2) 人 口 移 動
(イ)年峨別転出 ･転入
転出者紋,転入者教を年齢別vrみていくためt^rJW和 4D年, 41年, 42年と10年間を律て昭
和50年, 51年の5カ年の男女 ･年齢別転出転入故を表と人口ビラミグトveしてみJもと,以下の







才～24才の若年労脱力の階 '^jのLt.'lJ合は各々54人(55.6飾). 57人 (5ム9啓)とかな.)の
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??? ? ? ? ?
電i
二 ~了 ~
:-･n ~~~j 吾 妻 三､:(も し-
??
? ?
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=& 5- 1- 5 大股FflJへ0)F転出者のLF.次別変化
≡ ≡ 三 二 三 二 ‡ ‡ 二 三
(症 ) ( )円は大阪市
以上,岡山,兵庫,大阪-の転出をみたわけであるが,この三府鵜への割合を合計してみると,
昭和48年88.5帝, 41年 95.79g.42.年 86.29, 50年 81.0虜. 51年 8iO弟, と各
年80碑を越えている｡これをみてもいかVEこの三府妹vr壌申しているかがわかる｡ただ40- ･
42年と50･51年を比較 してみると40- 42年は85虜以上, 50･51年は80-85秀
とわずかL'(やが潤少 している｡塩奴が多く′まいことと節付不足な点からはっきりしたことは言えな
いが.以前ほどの≡I符娯-の指向がなくなり転出先が多少広域化しているのかもしれない｡
前出の三府Lr.i-より旭の通.剛 ,L･-の転出は全くlP変性は低い｡京浜J!i･r･'J,:-は各年 4- 5人の転出が
みられ,進学または就職のための転出と思われるO比樺的距租が近い鳥取妹や香川娘-の転出は傾
l.




路 を含めた阪神地域vt多くが転出してお り,大都市地域-の転出の傾向が強 く現われている｡転出
先として.仰山.兵庫.大阪の三府?,J･が8捌以上を占め,現在までのことを考えるとこの傾向はこ
れからも就くことはほぼ聞達いない と思われろ｡
? ? ? ー ー
(I)転 入






煮 5- 1-占 県内からの転入者の梓次別変化
年度】＼主脚 40 41 42 ![ 50 .fi .51








-& 5- 1-'/ 兵雑損からの転入者の年次別変化
年度 昭和 4 8 41 42 50 152
兵 頗県 か らの転入者数(A 25 1! 25 54 16 24`
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衣 5- 18 大阪府からの転入者の咋次iLTJ変化
て こ =こ--＼讐床分 欄 和 40 皇 41 i 42 58 1 511 梱 ! . (7,大阪触 らの転入者叫 19 ll 15
E (注) ( )円は大坂市





42年89.0虜, 50年8A.8啓, 51年8ま1序と/1っているOこれも転出の場合とrF.1様 40-






















大正 14年 (1925 112月主lEl,昭和25年 (1950). 55年 (19dD), 45
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J … 3 3 三 言 3 2 3:ヨ 三 言 ふ よ
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匪) 大正9年はi凋 輿鋼iJ=亡報i'上!,nFf爪の部帝521uR網L抽'.-(内閣統計局 )よt),
nl'j和 5年はr閉山Ll去鎌計 100年史.J(WFn45JI=-)よ･'_1,
榊和25, i0/tl=-はrlTtdll｣恨 i榊｣トトia姓lIij(昭血 50, 5ち/LI:)i:;),


























































































































































































( 井 上 正 遜 )
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衰 4-1-1及び末 4-1-2,兼 41115よt).誘'Tl.台鞄の推移を考察 してみるO柑観 して
みると,岡山県全体の傾向と兼業母相 とでは大井は/rいと思われる｡馬串についてみると.LPt･の統
計では乗用馬車は明治 15年から昭和 5年まで漸次城少し,昭和 4年から仲われ/Lくなったと思わ
れるO荷･n用については,明治27年から大TI15年にかけて増加し,大TF15fF-をピークとして
その後澗次減少 している｡確'粟舟村については,馬恥 i掩われてい/1-い0年巾は町統計lこよると.






袈 4I1- 1 FIYL目し収 におけるラン-河手陀o)変遊 川F抽 1LZ,ilL～rTl柏tld'rlr･)
年咋 ト馬車■=● 牛中 ll筒 中 ド1 朔 車 t i入力中 白 .FJ 申 その他I平 Tfli帝 も●f用 白.GJJ 朔 r.F,'
l治15年 14 - - 5527 - - 4.-555 - - -
15 10 ･- 9,619 4809 -
1占 ll - 1 8月88 ■-■ - 4855 - ･■- -
17 10 - ･.--. 12590 一■一 - 4.154 -
19 9 - - 10月25 - - 4LI～1 ･-l■ - ･-.
20 8 - - 4854 - -
22 1 - - - - - 4DdO - - -
23 1 - - - - - 4.155 - - -
2 4 - - 4A96 -
2 ム -- 4A77 -
2 7 - 8 186 21255 - - 5L)98 - - -
2 87 9 -- 2851 5514887 28J44751,985 ･.- - 47095J〕57 - I-■ -
5 01 2 628 8594 587049,58 ､ム285559
--1lnミ-
l馬車 l l 自 湖 畔牛 取'M l 乗 用 恒 用 人力串 良 .fb 中 寺･--- その他Fl.g,bi沌 常繋訂耶 用
明治55年 10 115 1505 57,946 - 155ム2
54 9 l 15ム 1_271 57.944 - 一 - 5555 -
55占 封 ;喜od 1.541 57.1687 ,595 5554220 ｣ ,.- .･._二7985
57 7 ! 555 1,455 ー57.25 1I 4β95 1.477
58 11 1 471 847 29,895 -i 4,497 2D44
59 8 占57 1.195 55275 -- -- 4β97 2Bd0
481 15 80221 1,149 1,170548 57.55540,184 i- 4848.917 5カ75D84
42 25 1555 1.080 45758 ■▲ー! 5248 dL,18
454 ● 49 1.5297占4;0. t 2D0 闇 …≡24.… 三豊 5,1占54842_787 875.10ム855Ll91
大TE2年 45 ` 25555 52 日 219l 875 51A801,119 55t)8 言j LIA52422 20.17L' 5dD0 d4
4 585 426 2A59fln5Boc) 1L]41 55.47′1.0∠)4 T24922 4290 ∫1 i 4,19占.0445ー900 225445I;≡811享引i:三享即I射155.481 228740115 B52875∠】 49922 5.44〔)277 11U 4A .420 ir257 2 ,8 897 505 815
7 ■.･- 2(ー44 -ウ50 16.9占9 (10) 95占 60■9 810
8 - 2,10d 977 14D54 11) 叩11 (:i) 65占 490
9 2815 940 1Lt,475 (12l'1,125 (t2) 789 548
1G ･- 1.922 954 15.545 (157 1212 (2i 951 404 528 189,591 15.990
ll ■- 1,E旭4 851 15.725 (f.9 1,292 (4) 990 549 482 199.285 14.587
●12 - し547 71ム 15.191 ■- ･■.- 257 488 2ロ4ム80 15.つ1占
15 ･-.■ 1,515 758 15.751 ■.-. - 228 445 211578 19.4L～1
ー4 - 1888 826 15582 - l 184 41占 225D65 21A81
15 5 lB91 1,4由 18,095 - - ld5 550 25?.278 22D96




表4- 1- 2 岡山県にお'{TるEl軸申牧の兜冠 (n71和 20- 44年 )
次｢紹 敬 冊.1-lJ魚用円 .FlJ叩[小型 -乗JW SJ~殊円 仰 l'T.円潮岬-∫ li17R 防長 拝1 醗Flp.f)]申
I,.C.1 僧弼Ff]小町叩輪 小)E_)三的花 瓦 離 桝 湖 中恒弔l用途
和29年22.486 2.175l 舶8i.122 ,+516801021 Iー 955i 与的 事 205占 579
5126L]41 2.191,5∩8585 55ム
5 l4】…;:7≡;7日芸…Z,152,929/9510,55月7 占47785
55 44.90412∠,90.1日β.57 120喜 9911 5?_Oi 2A88 947
.56 55554 28944,92510β57 147`弓10■ー4295占0922常 描 . 1,()12
5767.780 560dL'()51LIJ]46 1,196
58 81,841 5,7018,9189.405 1514
59 95720 4.0112Ds占8,?52 1.482
40lUD50 5 占β7 8.179 1.占87
41129,188 9占24127,57.5 1,955
4257,485 7.42SUDO砧90 2251
45198β7ム 51 5875上lさム 2∠)85
44次l247,548 日.059 45L]87 4.975 5.155
1丁古~勅T 一-.`一一一■ー唯仁];切 tri tt■(;:F_)Ll岡山L'TL読計 100年史』により作
∴一二的虻 輪 中島 FLq,.;:Li
和 29年 28 る')110.204.
50 52 1,∩?_8 12ム57
-1rj5-
蓑 41 1-5 束粟分けにおりる交荊手管の,a遭 (大TE11年-m和 45年)
I1年 度 ' 内軸 帝 .馬 車 牛車 荷車 人力車 自 転 車 桓転車肘吊 そ07.也 合 計t乗用 荷印用 乗用 荷印Tfl I日和 三 .輪 三輪
1ー1ー 18 5 1 - 121 - 145
12 - - 20 2 1 - 157 - 1- 168
l 15 - 14 2 1 - 144 - -l 161
14 1 - - r 12■ 1 1 - 159 - - 173
15 - - 9 5 - 157 - - 169
昭和 2 - - - 18 4上5 - 158 - 177
5 - - lb - 157 - - 175
年 度 1-7物車 乗合市 乗 用 4.:I l特 殊用 途 帳 日-.riJ 咋I恒 弔l 海 神 原 付 自 制- I-/-__ 十1ヲY. 瓶 i中 和 普 菰i小 郡I
28150f 1l~I 5 l ↓1I ヽ 7l 440I 占75 28004I28 40-(558)
51 - ■一 1 1f - -
52 - - - 1[ a
554 . (5) (666) (51) 1(205) (818) (45) 792 505∫ ･L =■ 40414










及び村-亨梅会が神姫バス当札 咋;･E局に再三再呼 I州 LT:附 1:.村に乗 り入れ懸勃墳肺を巧求きれた
が,そのほとんどが泊rlt'･fl)さ院長個所の樵輔であった｡付では領当刊所か EkhhiIWfg!.するなど安食17L転
を叩増に.する/こめの TP.rl.'子をしてrCに榔 く雫.-I.lJiした指数.nT71LT154咋 dF715日に試澗転が行なわれ
同年 8月 15Hから1F15往役の乗 り入れがやmLT:C,その後:'桐乍して 1日4往役となったのは.
nnTT15b咋 9月29FT以曙のことで,i,る｡
i'JE行帽的当初は.御免の.ミスははみ.HJ.すほど多4'Dをきわめたが (約 50人./午.徒が中心) 4- 5
年揃より生徒の減少 とともに.またR'i,IJTI巾のT字Ttt.あったりして徐々に刊田老が拭っていきf,rlh在
では (51年 7月)157,荏) 20人 (中や生がLtとんど)巧rt･である0 2本Fl,5本日の守川バスは網
:frE当時より利m考は少/,i-く,大塚病指に確う老人5- 8人T=L-けであった｡ これは現在 もあまり窄わ









袈 41 1- 4 神姫バス大塔～碓山稚叩行状況 (附和 52年 7月現在 )
l後 山方 而 行 .大 原 万 両 行
大 原 一 存 野. - 後 山 ー 絶 山 二 -;-1, 野 了 大 間
占:40- 8:52- 7:00 7 :00.- 7 :08- 7:2口
ll:20- ll:52 - ll ; 40 ll:40- ll:48- 12 :nO
15 :40- 15 :52- 14:00 14 :00- 14 :08 - 14:20
















耐 Ll部務までは辛じて牛馬 と人の涌行HIl来る醐 Ll臓lこ咽ぎず,掛 こ西山側は｢曝落し｣などもあ
る文字捕 り急増かつカー7'の多い挟陰な原的鴨で.串の:殉行など全 く思いもよらぬ状熊であった｡
しかしながら.本村にとっては将来環 もrn噂 な精根牧に之を(a.'L良fIJ用することの急務なるに思を
和 し,同日川･果庁及 潅作土木珊瑚 と鴫訴合意の上,長和換庁,干卿 汀と零時をTFれ 各々含
即 円和 26'弔噂から5カ年言1滴 で同I時節工,同時完了の申し合わせを行ない.木村分は初年度,節
醐 丁市H順 より250mの丁市を雫勘 埠 5カ年{咋耶 柄 滴り.Hn珊 50年度完了し, ‥･｣
･･ . (r煎ji7E介吋詣｣ (帯柿)●Ltり)
-108-
朝来大原線の発達をILがめる喝令,m和 5a-年 7月 17日公布 され.同時に実施された串柿制限
令 (政令第 2A5号)の膨坪を見逃すわりに山 ､かfn,.,この市佃制限令は,側 rlの餌を1順 する
ことにより･ 瑚古のITV良に掃引を与える阜服 とも[1-っlJ_のである.すなわち5･5m以下の.tq掛 こつ
いては･大q･1申輔の補l行を禁rけ ることになっTIため.どうしても乗命い/,'ス71ど大AJJl･欄 を苅す
必賓があれば,規定踊 りの;･棚 を作 らねはならなくrJLlっ[=O前述 した1うlこ,東葉介村において も
大原～後山l･1日を抑姫ノミスが満ってお I).またJ,Tt作物や材木の均巧さこ七郡市柵を欠 くことができない
1:U),叫柄改良竿(こ叩分労力したのである｡ しかし/:L･が ら.叫予叩糊の珊め切りでL･もろn和 57年
2月 1日が到来 しても,まだまだ中称 刷限令に適合し/Lい僻見の個所がすこぶる多かった.阜胴 ,
この'特は今岡的にもこの状況が余りlこも多すぎ,令即 r村会という今岡約純による町 rnT･l岬が 大い
に力をふるったため,TF･M -,11(R令の実施け1珊 140'･F7月.架まで竹rqされること(こ/,Eった. この当
巾の村弼今満都録を見るとRiLi-粟分村のP･lq釆大筒線に対する見方が.よく表われているので抜粋 してみ
る｡
｢OFし辛責で考えねはならfL･L､輯附 <t,化r乍15171を埼低唱に大雅弔印#.ぴJ(ス叩 根 500pt晦に.













ところで,申楠1洲呪令はfT;lTL-!lとrFT]印 tJ叩山tT,より,再ひE/ytb'E･lI:WJlが決ま 57.昭和 41乍 8月か らの
I,b行と/i-･Y,た｡ し/こかってili顎(-T村 も.一昨Eln,主TPirLjr_7',.J]き道の御 岳故良工-･Tf(5･5m)に力を
入れf=のであるが.Ili和 42咋聖から木 IFIl伽こ,伺Tk七同役の叱柄杓良の柁取 りとIiった｡




す･:-(.)TrT:巧性を認められている｡そのT-1f(/'-和 として, 'T.'i-印 55年か らT_刊欄･',tiが=T-碇されてい
る17即r勺の･lI?-T_r<:こして i,.dI〔=7川吊Ti,ム/5･J.･ (現 5･5m)柿にするとい う0
--109-
･TLH J･,煎粟合1-1は,り･7挿口4 4年頃 より.網来大筒経と仲山大原線を一本化 し,和田山まで延長 し
て,同市として緊急撃聯することを喝WIJ.し御 ナているが,次の未からもわかるように,交旬爪がそ
れほど多くないため,｢Fq弔辞橘｣は当分無印.なように思われる｡


























































































































































































































































末 4- 1- 6 年次別柿帯r相良父は巧 諏
年 碓 別 大字 恨 市 名 怖員い〝) 唾長(〃Z) 耶二即 せ(円) 内補rJl金(円) 愉 考l
昭和 25年f.'F狩野 晋野 官奥 2.5 2,140 I
〟 〟 形 / 奥 2.0 570 400,ロoo 2□8,000
〟 峰山 l舟 木 2.0 270 2〔川80 5⊂川口0
?ムI_｣ J中谷且ニ_竺_ 5.□ 85【ーl 450,000 225,000〟矧ー｣371'仙寺皇5,5 1.500 2.078,800 .1,059,ODD ■
27上唇 背 5.0 928 l 840.ロoo 420.000
?_8 I香田!'ト .,(i 5_0 2.500I 780.00(〕 59〔】,80029韓日l小筒 lJ 5.0 1,954 700.000 550.000
; 5,中谷F登米 l 2,5 595 575.000 112.500 巨 oe,信 助2 〟 〟 . 10 50 8 90,0 CI
55 後山 蔓奥 . 海 .5,C) 554 420,000 126,800 上 oFof削
54 ′′ 〟 5.cI 275ー 420.000 126,000
〟 〟 0 260 50 90.0
57■ 巾谷 中谷引谷柏 さ.d 426 2.780.000 12_占,000 庵 冨















)-i:4- 1--7 姥て号災 (土木Iilト怖)JQIR叫･ヤ 毎T笥
I-115-
末 4- 1I 8 1,熱'71-,主習L'隻Itni!汚染nJ]柵
if. 染 47. rr手年月 完成年月
境 怖 41. 7 41.10
中 島 甥 59.ll 40. 5
下 の 谷 橋 58. 9 58.ll
寺 璃 59. 9 59.12
Ll 路 簡 58.10 59. 5
官 桶 58.10 59. 5
小 谷 碕 42. 2 42. 5_
罪 / 珊 摘 41. 5 41. 5
神 柿.柄 59. 8 59.12
て シ 谷 橋 40. 1 40. 5
戸 の 市 橋 40, 2 40. 4
帝 宮 橋 41. 1 41.l5
印 日 柄 40, 9 41. 1
川. 合 確 59. 1 59. 5
偶 染 名竹 下 柄 弟手年月 完成年月40.10 40.12
大 木 元 朽 4一.1D 41.12
広 棚 橋 41. 8 41.1【】
河 鋼 橋 41.ll 42. 2
こ う ら 橋 41.ll 42. 5
行 者 輯 5& 9 Ba ll
下 の 谷 橋 58, 7,15 5& 7.18
墳 橋 7.20 8.10
山 路 F'6 7.15 7.18
茅 輔 璃 7.l2 7.12
中 島 橋 8. 1 ?_ 1
戸 の 市 弼 7.15 7,20
H 合 冊 7.12 7,15

















両対馬は,昭和 4日f増 で完曜する-1巧作lヒ繰 (滞 日rn工TB)に絹き.n,lfn4･1iF･厚からの実施を
望んだが･J'主も苛御 トに蔑まれた-Y:L作骨'{.il-7,?-叫で托Etl･rL的 されたため,ちょっと矛先を祈られた
-114-
感 じの折柄.昭和 44年 10月,HT,Al.円IV掩Tlm元治EtJ:り.井上付1毛の脚 ,R.Eこよる大幹根株)7T!周 作
A('k鰍 こ畔rR鞘も同調する恥 こしたか ら.会合の茄.q7iを搾 るようIこ窄作があり,構気を.iIり.;桓した｡




｢大幹線林河-TiYF東根建設促推同照会｣の竹柳 ,何;畦方をますます蘇 く噂g_した絹果,昭和 4




















であり.肥札 J.'tと藁がその≡F./eLlるもので.その叫LlIj.1杓 幣.J;笠甲-,EI.一等があろ｡ まTこ,本村か ら他地





蒲 4-2- 1 東平合村のrY,出入 (単位 トソ)
入: (剛 ｣-東軍鮒 .) 出 (東菜食村-市阪神地方)
肥 料 . i I.' 340.0 雷■たlい こ ん 2.250.∩
Iよき 薬 15.0 い ん げ ん -5R_0
生 活 物 部 平 10.口
L!i r鞄 具 4.:_し い た け 2.2l
サ ソシ ヨの 栗 1.7
t7L7 栴 0.2
l'T 牝 燥 し いたけ 0.2




中岡野EfT糾 岬 ;行目.大間附吹田市か ら下P,qに至る420khrを4印税で望ぶものである｡
珊照付村にt=･.ける町 ′岬 の形刑は,壬にレiIヤーに糊 してのみであるoすなわち,本村より佐川イ
ソクーまや即 師 で50分かかり,そこから七将まで2時間でいけることとなっ†このである｡物狩








乗 4- 2-2 東平台村発の行先訓 ･乗用碑 Ii即勿串舟
先 帝 ノ ー ソ 乗 用 耶 楕 代 物 串 塀 l全 車 計
発 I 薪 乗 用 ノミ ス 計 小型代物 ,i背 tTn:1巧 物 汁
I ･‥モ チ ガ セ 町 0 0 0 1 1
サ リ 村 0 0 0 2 2 4 4
■八 頭 耶 計 4l o 14I 10 8 18 52
∫ 鳥 恨 県 計 ･8 i oト 8l24 l 11 10 21 591ヽ発作 町 24 0 58 5占 80大原 町 85 8 85 67 24 91 174東粟 介 村 158 015と】 17占 017ム 512
閃 葉 介 村 15 0l l5 l12 0 12 25
英 阿 耶 計 ?_56 8 25ム 291 24 5'15 571
岡 山 市 計 0 8 D l O 17 17 17
岡 山 県 計 258 0256 291 41 552 588
中 間 計 274 0274 5口2 51 555 ム275ム宍 粟 15 15 15 A 21
作 用 2【ー 1 21 a 0 6 27
赤 融 0 0 0 1 0 1 1
姫 紺 12 1 15 6 2 8 21
加 古 川 1 0 1 0 0 0 1
神 戸 5 1 4 0 8 0 4
兵 印 l,?,.汁 51 3 54 28 8 54 90
大 阪 つ55 0 2 0 0 8 2近 滑 計 5 5ム 28 8 56 9
西 九 州 l 0 1 0 D 0 1
九 州 計 1 D 1 0 0 0 1
域 外 計 54 5 57 28 8 5ム 95
-ll8-
兼 4- 2- 5 1日の東粟倉村内発生1]沖 変通.I (世相.･'台)
乗 由 串 731 i
軽乗用 乗 同 市 ′､ ス 計
自軍用 帝懲f1 日実用 伺業用
東粟倉村 65 2650l 1 2 551l
I 1号 物 巾 確
軽噌物 小型代物 f津 浦 17号 ｢ ~自家用常韓用.曙寄推 自√亨m I常賃 用 特殊
(症) ｢岡rlJ県OD調木 上よl)作r'貨.
上の毒の数字は.岡山県庁が行なっ†こODFTI布 (originaldestination TearCh)








乗 4- 2-4 等級別道路実延長
襲 延 長 (knI)
･a) 1 枚 1.5
b) 2 級 _5.2
小 計 (a十b) 6.5
C) そ の 他 54.5
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棄 4- 2- 5 退路賀延長の内訳 (弾位 :km)
1)改良靖 .末r7L(良内釈 2)稲粍別内訳
相 怖 改 良 末 改 良 適 精 確 長 楕 梁
将 碓 長 延 艮 個 数艇 長
a) 1 純 0.0 1.5 I.5 1
b) 2 級 5.2 0.0 5.1 5 0.1
小 計 (a十b) 5.2 1.5 a.4 6 0.1
C)そ の 他 0.5 54.2 54,2 45 0.5
計 (a十b+C) 5.5 55.5 40.占 51 0.4
裏 4-2-8 '/煎葉介村ITj格巾艮別内訳 (if1位 :k甥)
呪 格 改 良 荷 未 改 良
市 河19,5m t唱 汚 毒15.071.,朝 酒巨 5"(lfL_,I qff5.5′〃ー 市 nl5.5〃/ 市 道 中 道 5.5〝7
5.5ノ〝以 上 未 満 うち日刊恥以 上 以 上 目 上iLl 上 以 上 交 摘 不 純
a) t 紳 I 1.日
b) 2 轡 5.2 I
小 計 (a十b) 0.8 0.0 0.0 5,2 D.0 l.5 0.2I 0,0
C)そ の 他 0.5 54.2 8.5
表4-2-7 東平今村1絡而別内訳 (単(il,:A-q)
上 … 輔 p 粒 苗
セ メ ソ ト系 アス フ 丁ル ト系 汁
'T.t 叩 開 局
a) 1 鞭 ∩.0 I.5 1.5
･b) 2 頓 1.2 4.0 4.0
小 計 (a+b) 1.2 0.0 0,∩ 5.5 5.5





@) 杉ノ輿線 (〝 育野)
(命 坊 ノ呼蛸束 (〃 中谷)









































くゆ / 射 木托
LJijgq木綿 (475)上J.L現
L砂ヒLl銀 砂 サンマイ谷線













哨されていった｡ 邦か ら他プチへは七つの1,fi171が開かれたo駅制 というの(.i ,諸 苅 5 0里ことに 1駅
をおき,.R.鴨,伝馬を代えつけ,I)レ一式に.lil-.に公の確信を伝達するというものであった｡その
設竹,作岬などについては,明子の耕作すがRmの佃巧によってまかなわれ,相当の労粥が伴った
が, この日的は,中央政帝と他方との神格を野 卑にし,中央イil-怖制を確降 しようとす るものであっ
た｡平安時代の中ばになろと神命体制が くずれるとともに,阿王制 もわとろえ的めた｡,mその ものも
次称 こ廃稚 してしまい,駅のかわりに術掛 T_は宿ができていった｡ そうした宿をつないで即今時代
には早馬が走 h,さらに冊臣秀吉の今岡雄一に雫って,交桶や涌何の鮪告別ま今岡にわたって幣えら






･ltF'lLTi｣の計画を'+間 【こ栂 ,1'.L,これよ7-)5ケ月隼に太敢IiYで煎課されたことにより,こ こに花岡の
;r代刊町帥rfカ叩偶 されるに弔った｡ これ以1･',I:の肘日管0-)笥甲を日.Tみると,次のようである｡
明治 4年 Fr式珂呼の糊譜を布駕 (1.2LT)
刊イ巧弔l喋 ,切手の確行 (5,1)
郎嘉一叩唄に利伸開評と(7･15)
H,q治 5年 弼仲 を今田に即`[･i(7･1)
郡lrT!TでF令を全円均一 とする (4.1)
冊 fiT機 を拍困中華 とする (5ll
棚 引iかきを･,rfY行 〔1211)
叩治 7年 Fr作 戦琴の珊菜 (1･2)
弼仲貯命07刊莱 (5･2)
明治 1D年 万同和町中命に加規 (2･19)
IirI治 1 t年 IaiP.憫 笑 (5251
;'Tl約 18年 Jlf'=.J省 (T)r垢Jlj(12･?2)
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tl fil,It
明治 22年 瀬端一熱.ptL･こ市外Tm を開設 (1･1)
電話交特を東商-Llyi･涙tLY.開棉 (1211占)
RFI約 52年 圃仰法など公布 (514)
明治 59年 刊伺喉碍貯金の刊薬 (511)
このi･うに,明治時代にわける巧式の刊価の発足によって,別便は雁卦 こ迅掛 こ,そして安I･wiに








来襲や刊確局は昭和 6年 占月 26Fl.剛 u県英田耶両軍介村大字太lFtに,受持伯稚吊を-大原にも
つ項乗合和博板碑所として稚和された (何q_辛,竹内豹治氏)｡顎頂内科 よ.満仲,貯金.刊価の
5雅であった. そして,nR和 11年 5月 11El.プゝ稗.貯金,郵便の上に,.甲/'/i,冊 缶.年食の 5
(Tl己を加えて,吋 Li刊の了rLi'軍命Tq嘩局にfl.粁 ㌻るはやったO その後,耶Tn51年 11月 9円.何件全
焼のため,仮局舎を関目川n,<萌m耶煎顎丹ヒ快 事-太m18諒地岸元奄氏宅にflQ:け,吋仰 52年 9円 1
日,7rT局舎鞘収 とともに.再びqr局か こ稚1),lVjFに至っている｡
T.なrt咽1rf確の'q選 を しらけると次の硯 りである0
年月日 tTq 根 耶 胡
S d･ 占･?占 プri狩.貯命,噸伸
S1l･ 5-11 熟稗,畔免,.言附官J,ri務に,相即 F.金,恩′l紬 ,r加わる





代-ff丹 毒仲村村長nfJ石:lY･代志氏 との1吉日に鞄?･()がなされ.昭和 49年 7月 25El剛 山(･IR英田叫く-Lh一箪今
村大字筏山芋命析坪 841の 1布地に後山｣阿易郵相局が設和され.簡易卿 更周_TT巧7P･耳が行ItLlわれ
た｡･q花考は和名明代であり, ●7的杭町和一切の博喝確常同氏色相で洋行 きれた｡
qH鞄当畔のTRlで部矧 ま,11'･空,貯食.為坪.恩軌 得頂であったが,昭TT45年,これ らの寄託
軒殉職関に同民年金を加えか72的がなきれ 同年 8月1日よりfF･砲漠鞘が糊的され.岬和 こ弔って
いる｡
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庶莱分村は近 くの大原町の大関卿 で局の菜均の秤 1下であり,咋イ!きrVJの東粟倉弼仲Fl及びflJ'il山鳩
易弼柁局の甥特休配局は大同珊伸FJであるOすなわ ち･技巧や刊便局の菜杓の管軒阿域にあたる村内
の育野 ,太M,野軌 苦臥 Jl情 の郁作物は煎栗介珂何局に礁められ,大筒利伸局に送 られる｡TlL.







問 4- 5- 1 東粟巾町野矩r7.両哨同
(31郵伸71喋 の矧喪と推移
L(･準LLJ冊易刊便I.fJの鳩近の.'叩博物斗･yLの耶埠を蓑 4I-5- 1に示 した｡後山fn易郁ql!-局E.t先ErI述べた
A:うに句Jji-:1flJ局･TL･ので引き受け半年のみである. この苛か ら.昭TT149年唯か らP77和 51年厚にかけ
てだいたいの邦作物において,:■1斤次械少する均向を示 していろことがわかる｡
i･,'･二に来 4- 5- 2,4-5- 5Iこ特jrの東男へ鞘佃局の柁在の貯金,為帝等の口WL及び命WILの粍





末 4- 5- 1 待Il｣柑易邦何局の将近の郵便物鞄の壁化 (引き受け敬)
＼ヽ_ . _＼ 年 噂tヽヽ＼獅 物の邦潤 一＼ 一､ヽ 昭和 49年度 昭和 50年度 昭和51年度
1) 幣頂涌市部確物 0 0 0
2) 円町7Tl常明確物 529 571 241
5) 価格巽記同館 0 0 8
4) 汗 涌 小 包 204tJ .112 12.0
5) 恕 岡 小 包 8 I 4 0
占) 代金引穐刊確物 ヽ 15 7 507 傘 小包 5 10､
. (江) ｢後山何易爾嘩局肇裾野甲虫 ｣より作成O
⊂:
-12占一･
表 4- 5- 2 煎繋食郵便局の薬;VfrJ-:縦
昭和49年度
1)涌 常 貯 金
2)打l 立 貯 金
5)定叩 定 期 貯 金
4)貯 金 仰 付 金
5)為 稗
a)定 珂 小 為 帝
7)外 国 為 帯
8)和 qlj 梅 坪
9)噸 帝 預 入
受 入 の 珊 !- 支 川 の 珊
Ll ･1 ;介
l円fT150年r'f
1)涌 常 貯 金
?i Ttl' 丁/二 呼 ･食
5) ',･妄三研 7TffrJ1貯 食
4)貯 食 LlIr付命
5) 1.1 ftL
a)確 '竹 中 為 梓
7)外 同 為 舛
8)珊 便 板 持





1)渦 常 貯 金
2)ft'(' 立 件 食
5) 定 衝 定 lr,lJFrf金_
4)貯 金 f- 付 食
5)為 舛
a) I;E 咽 ′ト 為 坪
7)外 同 為 噂
8) 祁 仲 振 博
9) 悶 丁絶 納 付･&.


















表 41 51 5 後山怖易部何局の某務実績
｢




























2)-F-i 立 貯 金
5):i三 珊 'rILlけn 貯 @.
4)呼 令 や 付 愈
5) 為 柿
ら)I,fl 甥 ′ト 為 帝
7)外 岡
8)朝 何 嘱 帝
?A)梅 坪 預 入
(同税荘付金)
l関都 5 1年僅
1)而 常 貯 金
2)I;'lt 立 府 令
5) -jq 珂 程 叩 貯 食
4う狩 金 1~モ 付 愈
5) あ . 巧
る) 定 '･筒 中 熱 巧
7)外 聞 苑 仲
8) 喝 確 唱 拝







I I rL 50
8 公金





















5 18戸 加入 局殉 7本
市外叩顎がrJP17Tf場所になる
令岡iJlJ4.40 0剛 こ対 し｢申 し込7川 蝉 碕笥｣が可確になる
このような凋帝 を嘩て,この地区の'巾伺網は秋和 こ寄Elきし.W,#.の煎粟介局碍御 n入句は,hI'･械
撒 村)咋閉瑠苛 516戸,即巾町 方58戸, 2鵠同¶笥 10戸, 5it剛 1上 12戸.1/岬 局公衆
'Tft.ill2となっているO
(日周 佃 l7.･噂井 tl'LT:料)
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第 5 章 経 済 構 造
第 1帝 Li 業
(1) 耕地の推移と土地利用の変才
(1) 耕 地 O.)推移
図5- 1- 1.図 5- 1-2を比救すると,昭和20年頃までの耕地面概の推移が田面郡の推移
とほほ一致することかわかる｡昭利5年から地利 54年にかけての耕地の息散在増加は田面徹の増
加iR:よるものである｡ この時細 .出面秋吐 1?･8Jtaの灼加している｡そのうち1Jraは荒地役旧のた
めの増加であることが明らかになったが .致b1a8JLa比不明であるO同様に ,昭和 7年から8年
にかけての桝地面ql･の急政な淑少は凪'ILq]'もhtの淑少VLr上るものといえる｡この時糊 .tfI面椴は 25ha
の挨少を示している｡ところが ,昭和8年から9年にかけてtB面概姓 11･4ha増加して .桝地面軌







6250〟 -I-し - / /し
L-- ⊥ - -⊥ _
昭和5年 10年 15年 20年 25年 50年 55年 40年 45年 50年
rL715- 11 1 耕 地 面 Eiの推 移






昭和 1D 20 50
図5-1-2 田 両 税 の 推 移
(症 ) 図5-1-1の(注 )と同様 ｡
昭和 10 20 50 40 50
図5- 1-5 畑 面 倒 の 推 移
(注 ) 図 5- 1- 1の(症 )と同様｡
(p)作物別収替面研
頚 5-1-1 作物収 穫面田 の推移
m -~｢ Li 稲 陸 稲 小 麦 大麦.裸麦 買 謝 意 誌lQ)困①①回⑦ 可可⑦ q)ltq)匝
1950 戸 kz59217215 -l戸 ぬ95 32 - 戸 lui170 5.5 - 戸 舶 戸100 9 24
1940 戸594178247 4 05 -. 戸1229 9.7 1
65 78 49257 1 1 68 2 1 P ha -211 2 P 由168 5 _
1971】 571175589 8 01 45 2 2 71 5 4 戸256 1 1 47 8 1
-152-･
(注) 1･ ①収私良家数 ②収穫面耕 ⑨版充血家政である｡
2.r世界曲林菜センサス』より作成｡
上の乗についてみてみると ,収横面横の一番広いの比 〝水稲 〝である｡しかし1980年に 178
halとった収牲面横もしだいに減少して .1975年忙仕 149haとなっているO次に収穫面が広い
の比 〟だいこん"で参る0 19占5年では4haたったものが 1975年に比28haと急増している｡
収穐出家数をみても水稲のそれよりも多いことがわかる｡また〝くり"忙ついても1970年では
成関 (-年間の粗収入が年rijt果樹鮒 択用をまか71えるようになったもの )の両横が dぬたったが
1975年に蛇 12/taと在ってお り,かなりの増加が監められる｡以｣二の5つの作物が現在で比収
稚面税の広い作物とt^えよう｡さらに上の表からわかるように .大麦裸麦 ,大豆 .あずきT3:とは
19占5年当時ではそれぞれ9如 .9ha.6/Jaと ,かなりの収牡耐概があったか現在ではそれらの
収牲面秋は汲少して ,′J､さくなっている.
昭和 10 20 50 40 50
図 5-114 桑 畑面 棟 の 推番






上の図によbわかるoLかし.19i0年 (昭和55年 )の姓粟セyサスによれーば知 はわずか4･d
I,aと戦前の.10分の 1に叔少しており.1975年では0･2haとなっているo東粟倉の輩薮蚊消淑
したといっても退官ではないと思う｡






それに比べて40歳代 ,50歳代の人口は淑少してない｡ これは .高度経済成長の中で山村の過
疎化の現われであD.昭和40年当時の 10掛 t.20歳代の人々は過疎化の波に乗って外に出てい
ったのである｡次の葬をみてみるとそれがよくわかる｡
袈 5- 1-2 拙 家 人 口 の 推 移
(単位 :人 )
棚 r蛸 ! 男 女
I旧和55 昭和 40 旧知 50 ･脚 5 l- 40 日 約 50
0-14歳 525 249 lsd 575 5001 12占
15 So 22 14 24 21 8
ld～ 19 42 ■dd 42 27 占0 42
20～ 29 151 72I d5 150 95 dd
50～ 59 155 154 dq 175 170 75
40～ 49 94 1241 158 89 155l 158
SO～ 59 85 85 105 112l 111 128
60～ 49 90 占9 98 74
7CI～ 75I 831 占3l 8D
計 7I 957 708 1051 737
(荏 ) r世界出林業セyサスJ(1940,70,75)i:b作成｡
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男につV'てみれば .昭和 40年に 10歳代であった者が 199人だが .昭和 50年には 20歳代
の者は45人に減少している｡女についても同様で .225人から46人に減少しているのであるn
昭和40年に20歳代だった者につV,てもかなりの汲少率がみられる｡このように過疎化の現象が
現れて .昭和 50年で比 20歳代 ,50歳代屑の人口が少ないという現象を引きかこしている｡
これは労似刀の絶対立の減少とともに.盛業経営の中心労働刀となる者の年齢屑が40歳代 ,50歳
代-と変化ぜざるを得ない状態-と追い込んだ｡今後もこの老齢化傾向は続 きそうである｡






･予 ･.三 -15%l 11
89 1 - 1
申)吋ヨ牒 別段家教
表 51 1- 4 時弊 某 別 戯家 数 の推 移
昭和 55 408戸 125 285 18.7%
40 584 25 541 44.8%
45 580 52 548 88.4%
50 575 50 545 76.0%
(往 )r世界凸林菜センサス』より作成 O
総凸家数についてみると .昭和 55年から昭和 40年にかけて22戸減少しているがその後は横
ばい状態である｡専業出家でもやはり昭和55年三から40年にかけて減少が著しく.その後比大き
な変化壮見られないO噂薬出家の減少と相反して大醇に増加している｡また特に注目すべ きは第 2
種兼粘 家の増加である｡昭和 55年には雅軸 家のうちの 16･7%を占める忙すぎなかったもの





H 就業 状 態 別世 帯負数
裳 5- 1-5 就 葵 状 態 別 世 樽 見 数 の 推 移
lIi l1占才以上の 自家曲集だけ持 家曲菜 とその他の仕Zlfに従軸 その他の仕郡だ 仕事に従前
自家盈共が壬 その他の仕事の者 が主の者年 総 世帯負 数 把従離した者 けに従萌 した者 しなかつた者
昭和40 罪 575 125 142 257 ll 62女 824 53 84 10 9 91
昭和50 罪女 558 124 42 559 18 55
(狂 ) r世界此林荘センサス｣より作成 ｡
忠初に 1占才以上の総世帯見放をみると ,昭和 40年で吐男女を合せて1199人であったもの




みられる｡これIJC対して .その他の仕Ijtが主の者をみると一男女共に著しく増加 しているO との
10iL･-一間で .自家典薬が主であった者がその他の任那が主l/Cなるようになったといえるo以1のよ
うに自家典薬だけに従事した等 ,自家曲業とその他の仕恥に従ホした者の絶対数にはあせb変化が
夜vlo自家舟菜たけに従召与した者が 10年附蔑とんと城少してL^夜いのは 一男の場合 ･そFC)労働力




来5- 1- 6 地 業 専 従 者 数 r
(単位 :人)
区分柵自家凸英男16～1920-2⊥二I50-59i40～49 50～ 59 80～る^I ■ ll 14 85
(江 ) r世界蝕林菜セスサスJ(1965年 )より作成Q
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F)出 家労働 力 の現状
衷 51117 JEi家労 働力 の性 別存 在形 態
園 .Ⅱ 1 - - - ⊂ 軸 p-- 16 ･
(荏 ) 1･ 政美従事日数 占8日以上の丑凝武井人口の負数区分別戯家数0
2･r世界幾林業センサス｣(19川 年 )の戦料より作成.
上の表から,姓弟従訴日数が占0日以上の者のt^ない良家が全体の25%を占めているとととな
.O ,1人いる出家が27･1% .2人t^る出家が35･5･% .5人いる出家が?･2% .4人いる虚家が










/+0歳代が51人で ,妻が中心的労働力と夜.'ていることがわかる0 2人いる鹿家で ,男のみ .女
のみの出家は少なく.男と女の2人の負家が大部分であTb .40歳代 .50歳代の者が中心労qJ力





黄 5- 1-9 LEtR一労軸力の中軸階扱iJ'ui.W成
年齢1日 ～ 29I 50～ 59 40～ 49 5【】～ 59 80～
虚業就薬音数くべ l 14 95 157 188 158
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1･ 水の串入口に潜池をつ くる0 .
2. かんがV'水を蓬回させる水路を範価する｡ '






i-,二'';A::f '-土 工 二｣ 土三
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病虫芋防除の対策 .かんがVl施設の整備 .温床折蜜酎 t:の普及などがどの程旋実施されたかの架
証的幣料に欠くが ,昭和50年以降の反当収丑増加の一つの要因として考えられるDなお .曲共機
械の啓及比 ,近年の曲某VCかける労働力不足をおきない .水稲生産力の維持 .増大にとって大切な
ものであるので次項に別にふれることにする｡
P)曲 用機械 の普 及
(a)魚用機械の普及の一つの要因として .一般に良家の労働刀不足が上げられる｡東粟倉村に
かいても,それが明白に現われている｡19dO年から1970年にかけて .総^口紘激減し ■専
業曲家の大幅な減少と兼菓血家 .特に第2徴 集貴家の敢増がみられ .典家の労働力不足は探刻な
ものとなった｡ このような傾向に対応して食用機械蛙普及していった｡ 1940年で吐動力耕 うん
機は個人有 .敷戸共有とも0台であった｡これは .当時また労働刀に余裕があり.また家事 (牛馬 )
が典作美の主たる源動力となっていたためと考えられる｡ところが上に述べたような労働力不足の
傾向が現れ比じめ ,動力耕 うん機.食用 トラクターの台数 (個人有+歓声共有 )たけをみても章一
5-1-18にみられるように .1985年では70台 ,1978年には214台 .1975年は
-141-
297台と台数は激増しているo動力桝 うん複は 1975年では .ほとんどの蝕家が所有している






5- 1- 11をみると,必用機械の愚対数では ,0.5ha-1.Ohaの階層の良家が多くの必用機械を
所有していることがわかるcLかし,この菜では各階層の農家の何剖程度が缶用機械を所有してい
るのかわからない｡そこで .それをみるためL,=費 5- 1- 11を作成した｡表5- 1- 11%･みる
と ,u5Ita未満の凸家は食用磯城をほとんど所有してなく,0.5Jta～0.5Ilaの姓家は ,動力耕 うん1
機で約4割 ,動力散紛機 .乾煉機は約1割が所有している｡ 0･5ha以上の経営耕地をもつ曲家では
動力耕うん機で約4割以上 .動力放物殻 ,乾燥機で約4割以上の出家が機械を所有している｡特に
0･7/1a-1･5haの牌屑の生家吐 .その上下の階層に比較していくぷん必用機械の所有率が高く .こI
の階層の瓜家に卦V,て ,凸用機械を僻入して .それによる余剰労働力を盛業以外に向け .その曲外
収入でi.た必用機械を購入するという循環が予想される｡
次に.並直物版売金額別との関連をみてみるQ表5- 1- 12により .曲用機械の絶対数では5
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作農を両篭する半封建的小作関係は .明治維新の地租改正により法記され .明治後期IJC確立し .大
正中耕(/C円,拓LWLlを迎えるOとt,では .筏料の関係から .窮一次世界大槻後の大正収から金融恐熊笹
の昭和9年までの出民屑分塀の凪向を見てV,くことにする｡
まず ,小作関係の変潜の概観として ,桝作両所托対する小作地の削合の変化を見てみよう｡黄 5
- 1l l4によると大正初期より数年間は全 く変化は見られないが ,大正 15年を実損に ,抱は連
続的に懲増の傾向を示す｡しかしながら,ピー ク時の昭和 9年rLかV,てさえ .57･5%とやや低い
数値で3_)ると言える｡
衷 5- 1- 14 日小 作 別 反 別 耕 作 面 噺の 推 移
年 I自 作 地 小 作 地 自作 .小作 小 作 地の 割 合｢㌻i i,田 計 田 畑 計 田 畑 計
大正 4 1148 59.5 174.5 552 82 65.4 257.7 2占7%
5 1148 59こ5 1745 552 82 占54 2577^ 28.7
8 ● 1148 59.5 1745 552 82 占5,4 257.7 2/A
9 114.8 59.5 1743 552 82 ム5,4 2577 2占7
10 114.8 59,5 1745 552 8.2 占5.4 237.7 2dJ
ll 114.8 59.5 174.5ヽ 552 82 65.4 257,7 287
12 114.8 59.5 174.5 552 82 占5ノー 257.7 267
15 115上】 57.a 1720 占4.9 1O.4 755 247.5 50.4
14 162.0 5占,6 158ム 59.1 108 占9,1 22;ワ 5□5
昭和 1 102.5 55.1 1554 占40 15.i 77ム 253.0 555
2 10d5 54.2 1dD5 占48 125 7d5 257.0 522
5 J'IrLJ:占5 53.1 159.4 占4D 158 77,占 257.a 527
一 5 107,5 5W 1585 占2.8 157 785 257.0 5i1
占 1122 515 1占57 82_2 ll,A 9エ8 2575 5占.4
7 日 12.a 51.8 1占44 82.5 125 94,i 一 299.0 565
8 i 111.9 512 1占5.1 白エロ 1I29 95.9 2998 57.0
(旺 ) ｢現勢靭査博｣(大正･1年～昭和 9年 )よt)作成.
但し .大正 4,7年 .昭和41'Fについては不明｡
-14占- 一
次IrC,菜 5- 1- 15によって .自小作別J生家数の変潜を･見てみよう｡著しい特徴として .大正





行 していることによって起こb得た変化であることOそして .その背Jl;lLとして比 .自武経営の行き
詰まりや .小作料がこの時Xl].比較的低率であったことなどがあけられるが ,斬屑的な変化の意味
はよくわからない｡
滋 5-1--15 日 小 作 別 BI 家 戸 数 の 推 移
自 小 作 塩
?










































































(往) ｢現勢粥韮鮒｣(明治 45年-澗和9年 )より作成.
但し ,大正 275年,6- 7年,
昭和4年については不明｡
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自作曲 .小作凸の分解の様藩を ,経営耕地規模別出家数の助向によってみてみよう○衷 5-1-1i
Kよると.やはb,大正期から昭和期-の移行の年にかいて断層がみられるOそれは .5反- 1町
屑と1町以上層から反未満層への転化という原著な動きであ9.5反未満屑は昭和9年まで微増を
続ける.･5反- 1町麿も昭和5-J5年に滅少した後 ,微増しているO昭和9年には ,1- 5町膚が




韮 5- トー18 経 営耕地 両 歌広狭 別姓 家戸 数 の推移
年 5反未満 5反-1町 1- 3町 い ～ 5町 l 5- .0町 吉十
大正1i155 200 50 585
254 [ 155 20■0 50 585
200 50 585
88
5 155 20Q J50 585
占 155 280 50 585
7 157 2ニ20 5【】 58'7
8 - 155 20.0 54 587◆
9 157 208 ` 50 587
ll f 155 200 5.4 587
1_2 155 200 5-4 587
伽 1: ! 1.58, 208ー 5:1 597ー87 57 - - 581
2 140 18.1 57 5 - 581
5 185 17.6 57 5 - 581
5 1占5 170 57 J - 575
4 1占4 178 57 5 - ■ 582
7 14占 17 8 57 5 - 584
8 ー 167 179 57 3 - 588
(江 ) ｢現勢調査符｣ (大正 1- 14年 )より作成｡但し,大正 10. 14年は不明｡
｢統計裁粗｣ (昭和 1- 9年 )より作成｡但し,昭和 4年は不nBo
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零細化傾向を ,兼業化との閑適にかレ､てみてみようO衷 5-1-17をみてみると ,昭和 1年の
断層的変化は .寺井塊家と米英出家の割合の逆転 ,十夜わち .発覚曲家率が総払家の 60%を占め
るようになったことである｡ これは:.附加 5年まで拭 くが .昭和占年には再度逆転し;.しかも米英
出家輩は 16%と榛鑑に減少している｡しかしながら,この昭和 1- 5年における報菜化の動きが .
零細経営をJR進させる動機となったことは認めてよいだろうOしたがって ,自作塊の自小作塊への
転落と ,少作曲の自小作怨への上昇が ,自作曲の意図的孜経営規模頗少による土地売却によって起
こったと仮定することができる｡とすれば .昭和 1- 5年にかいて何らかの米英機会の増大が当村
にもたらされた比ずである｡英田郡全体にふいでも.当停舶 .瀬美化傾向が認められるのであるが .
いかなる雅文機会がもたらされたのかは .確かめてL^なしへ｡










しかし,これらの括僅比 .小作人に土地所有梢を趣裕する有効な手段を与え得ず ,抜本的な変革吐 ,
放敬という試練を経 .占領軍による敬後改革によってはじめて達成された｡




昭和21年 12月 .政府吐占領Fi総指令部の強力な要諦 .指示の下に.｢地軸的整再改正法｣と
｢自作曲特別措置法｣を6-促 し.よb.徹仮した第二次改革が爽施されることに在る｡その重要な規
定は .政府が不在地主の所有する′J､作地全部と平均1町歩を超える在村地主所有小作地を毘収し,
小作人に売b渡す柁l現を布する .という強制只収方式をとった点にある｡ この乗施椴朗は ,/J､作 ･
地声 ･自作の階㍍別の遵奉によって鍬 出された委員によb構成された地軸委員会であb･各都道解
脱 ,各市町村に設けられたn盤地の現収は .(朋 口22年から昭和 24年の細楓に計 1占回実施され払
出地改革の尭歓を ,表 5- 1-18からみてみようo当村にか L^ては ,改革前65%てらった自
作地等が,改革後I.{比 95%となり.ほほ荒壁に小作地の異収 ,売渡が行覆われたと言えるO
同山娘の89% .英tB郡の91%と比救しても高レ､数値である｡また .塊地を只収された地主はd2
戸 ,不在村地主7占戸で ,合計 158戸 (5 r^% )でrDb,只収された土地の売渡を受けた盛家は
555戸 (8占%)である｡ (費 5- 1- 19)
地主- 小作関係の変化は .敬前の哲科の不他で.昭和9年との比故においてみるしかをい｡表
5- 11 20からわかるように .出地改革の成典蛭よD.ノJ､作曲紘わずか5戸と71-A.25%にす
き'在かった自作曲は7ム%忙増大している｡小出的で吐あっても.99%の戯家が土地所有者とな
った ,とレ､う串実比 ,寄生地主的土地所有か払拭されたことを証明している.
表 5-1- 18 £生地改革後にかける自作地 ･ノJ＼作地面戟
!昭和 20.ll.25現在伽 b帆 1(皮 ) 順和 25.8,1現在鑑地面芯 (皮)
地域 !自作地ノJ､作粘 雷十 自作軸率 I自作地下 石完 Tど首~弓で Eも 上 レ一 吉† 自作嘘
448A201.〔汐7.511 59/a 980547 11227占 5121.1Oi155 B9(2
12511 37.50 占7 5占.186 5ムdd ] 59B59 91,a,-
(荏) r塊地等解放契敵調査Jより作成a
115O-
釆 5- 1- 19 塊 地 を只収 され た地 主 の 戸数
売渡を受けた出家戸数 = 555 (江 ) r出 地等解放薬殺酌査 ALir')作成｡
Xl5- 1~20 凸舶改革前後の自･′｣､作別曲家数の比戟nfj和9同25512(76薙 218 (7(-T'嘉T 小 作82(21%)19(4%)l 5(1%) 訂586(It)0%)411(10%)
(荏 ) ｢統計表壌｣(rRMr19咋 ),F世地 株丑センサスJ(昭和 25咋 )より作成｡
経営観凝別の出家戸数を .昭和9年とF'LJ,和25年0比較に.1,-.いてみてみよう. (未 5- 1-21)
個別的には ,20町以上屑の穀失 ,D･5町末梢Id,□･5- 1町桝と1町以上層の .1.0- 1.5町例
-の吸収と在っているか .相成比にはほとんど変化カないO増加峯は ,1.0町以上 5町未満層の 70
港 .0,5町未満屑の9% ,0･5- 1･0町肘の7%の肪となっているが ,1町以上屈は .それ自身 .
1･0- 1･5町柄に脆約されたとみてよいので ,上缶層が中規化したと言ってよいであろう｡また ,
倣後 ,LtiL地改革の法令発布前後の寄生地主'k(]崩壊 を軒にして .地主の土地取上げが故化 したことが
知られているが .土地取1け紅よる地主の出民化は .この表の此軟でみる限 り .中曲化 ,零細姓化
として7{_た祝われてレ､るOそして .地主の土地取上げ比 ,零細自作凸を増大させ .政府の毘収小作
地の売渡の進行は .新設塊家の増大 (分家.帰出.入植 )i･もたらし ,零細 自作凸化が併行すると
いっ-rtように ,改革による自作LA豊的土地所有比 ,L^ きおい従来の日本の凸其の等柵経営を-a-ら忙引
き継 ぐものとなつTc.0
表 5- 1-21 出地改革前後の経営規性別戯家 戸 畝 の変化
二~ 7~甘㌻軒年 l菜 摘 D.5～0 誓丁 .1_105112'.日 1 25_L～Do ‖ Oo 鳥 :
帆.1軸 9 1 7 179! 21 i 16 5
同 2.5 72 】111 192育 55; 1 i o｢ ~㌃｢ _olI l旧和94.5%.4i4 5.4 ! 41i o_8
(往 ) ｢現勢調査酔｣(昭和 9年 ),l腿休演 セ ンサスJT(昭和 25年 )よ ･'.-)作瓜
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次に .丑地改革の地主への彫轡をみてみようO凸地改革では ,不村地主の 1町未満の焚付地保有
を降めていたのであるが ,改革後 ,高率現物小作料の低率金納小作料-の転化が行われたことは .
従前通りの収益を地主が確保することを3阿 能忙し,地主的土地経営に因むなきたした｡地主の保
有小作地親疎別良家数の変化を .襲 5- 1- 22tn:よりみてみると.故地改革前後にかt^て ,0.5
町～5町届の老成 .a1-0.5町屈の徴賊 .0･1町未iJBJ酉の君増とV,う厨雷を零細規模化が起こっ
ている占
黍 511- 22 地主保有小作地組准別出家故の変迎
規模i年 0.1町未 満 0.1～_5 0.5～ 0.日10 1.0鳥 計
昭 和 2 0 15 40 17 7 1 .78
2 5 19 54 12 2 D 占9
昭 和 2 0 18.7% 51.5 21.8 89 1l 1.5 100.0
(江 ) ｢虚地統計調査関係綾｣(昭和 20年 )より作成｡
｢/J､作契約事故｣ (昭和25年 )より作成｡
H 鎖触改 革 以後
以 1 みて きた よ うに .出 地改革 吐 .寄 生 地主 的土地 所有 を基 本 的 に解 体 し ,
写経ではあるが盛民的小土地所有の広汎な創設を上からの改革として実現した.創乾された士地所 ~
有者としての良民屑の分解比 ,改革後 .どのように展開してい くので4'ううか｡
表 5- 1-25によると.横付地をもつ出家戸数は .凸地改革以後確実に萩少していき.fe付桝
地面攻比昭和55年には半減し.全経営面掛のi5%を占めるにすき′なくなった｡昭和50年には.
1反以上の坪付地をもつ非曲家は消失し ,寄生地主的土地所有は ,ここに完全に摩滅したと言えるO
避 5- 1-25 貸 付 地 を も つ 公 家
守 地 家 戸 数 貸 付 耕 地 計 経 常 耕 地 総 面 哉
昭和 2 5 F出 5dl畑 2 1ム町9反5畝 258町 8反
同 5 5 ! 47 8, i 9 258町4反
(注 ) F世界戯林薬センサス』より作成｡
ー152-
自小作別曲家戸数の変選を表 51 1- 24にかいてみると.自作典の割合は13_地改革によって大
幅に拡大され ,以後着乗に増大していったことが伺える｡こうして .所有と経営が一本化された改
革後にかける鹿民屑の分解過程比 .経常規模別VCAていくことが重要であろう｡
去 5- 1- 24 日,｣､作 別良 家戸数 の変 蕃
勾三 自 作 t自小作 小自作 小 作 引 自 作 自｣､作 小自作 t小 作
大正4年 127 1 9 117 585 55.2 3 5 50,5
昭和1 88 2 i 77 さ81l 25.1 5&7 29-2
9 8占 2 8 82 58d 22.5 5&5 21.2
25 512 77 la7 5 411t 75.9 1&7 4.6 0.8
35 551 40 ?.8 5 408 8占.0 ♀8 2.9 1.5
45l SOD 0 0.0 0 380い omo 0.0 0.0 0.0
(江 ) ｢現勢調査沖｣(大正 4年.昭和 1.9年 ),
『世界袋林業センサス Jl (昭和25, 55, 45年 )により作成o
教 5- 1- 25によって .経営耕地面耕規模別戯家政の変遷をたどlDてみよう｡
昭和25年から28年の側の変化は .0･5- 0･5町村 .n･5- 1･0町属の狭少 .Dl5未満眉の増
加である｡ 1･0町以上朋に増減が7thので ,0･5- 1･O町層の凸家の経営規模崩少によるものと考
えられる｡その背紫としては ,灘茶化の増大が考えられるが ,乗 5- 1-26によると.それとは




昭和28年以降55年まで比 .015町未沸層 ,0･5- n5町屑の若狭 .015- 1･0叩1膏の徴増 .
1･0- 1･5町屑 .ll5- 2･O町屑の増加とvlう.各層の上昇傾向が続いてVlる｡昭和55年までは ,
自作地による経営規模拡大が意欲的に行なわれてtnたことが分取できる｡表5- 1-26によると,
この間 ,専薬出家数が培増し.しかも,V'つれのWlにおいても尊薬化が進行してt^る｡しかしなが
ら,昭和 50年～ 55年の間にBt家戸数の総数は搬少している｡これは ,零細凸である015町末梢
屑の淑少に鼎応するものであり.経営廃止拙家がその労働刀を都会-と流ti)させたことが伺えるo
昭和55年以後もひきつづき,出家戸数の繊 比涙少し抜けるが .胞勅 40年にかいては 1.0-
1･5町屑,1･5- 2･0町屑 .2･0町以上億の減少が妓じめて見られ .上向する中盤の士軸集中も行
き結まDの徴候を見せてVlる｡そして ,0･3町未満僻の脱良化紘顕著である｡全般的にみて此教的
安定してt^るのは ,0･5- 1･0町屑である｡しかしながら.その内容は大きく変化している｡
表 5- 1-2丘をみてみよう｡ 015- 1･0町JV,110- 1･5町席の兼業率が .= %1.97% ,48




きを経て ,零細農の脱曲 .すなわち,賃労働化 ,一部の貸典膚の形成 .そして兼薬化を余番なくさ
れた零細曲 .中也屑の滞博という付湖的射沖成を維持するに至ってLnるo
袈 5- 1- 25 経 営耕 地 面Gli規模 別曲 家政
年 0.5町未満 n5～0.5 ∩.5～1.0 1.0′､-1.5 1.5～2.0 t2.0以上 株 数
昭和 25 72 111 192l 55 1 o l 411
28 I 86 109 1 8 2 1 55 1I 0 415
50 82 104 185 45 5 0 417
55 72 95 185 48 8 2 408
40 占占 95 18 2 40 5 0 58占
45 59 88 18.～ 4D 5ー 2 378
25 17.占% 27,0 4&7 85 0.2 0,0 100ー0l
28 20.aI 2ん4 44.1 85 口.2 0.0 100.0
50 19.7 24.9 45_9 lo†s 1.2 0, 100.0
35 17.6 22,8 45.5 ll.8 2,Dl 0.5 .100,0
t. 40 17.1 24.1l 47.2 1t〕.4 1.5 0.0 100.0





















五 十 十 T5
r-~-~~T ~｢~, G 隻
H , I + -;
I 5T 二 仁 万
o l o ■ 叫 0.0
172I 6.6,51 48.9
(荏) 『LLl界鹿林業 センサス』 (ITtj和 2 5 , 55.40年 )
『凧山県統酎叫 報 』 (H7]和 2 8 年 ) に J:E)作成O (元 成 仲 子 )
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安 5- 1- 27 榔近攻沓耶某(こかけるL:5最近興計画
年 乳牛現数 搾乳蔚赦 年間版売数丑 単 数 販売金瓶
42年末 205 162 占49 40 259占0
45年末 252 201 855 40 55520
44年末 501 240a 112占 40 45040
(江) ｢酪出振興計画昏｣ より作成 ｡
酪曲を中核とし,軽索などを含めた柄造改啓折井は次のようなものであった｡ この構造改尊計画
は綿密にたてられており.,U,-tの思可が取れれば昭和42年から爽施されることと毛ってtJlた｡とこ










(井 _ヒ 隆 治 )
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